


■嘉手納町人口ビジョン

■嘉手納町総合戦略

維持

まち・ひと・しごと創生：以下を一体的に推進すること。
まち……国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形成
ひと……地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保
しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出

目的（第 1条）
 少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の
集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持
していくために、まち・ひと・しごと創生（※）に関する施策を総合的かつ計画的に実施する。

【現状】
１．人口減少
２．人口の東京集中
３．地域経済の現状（停滞・衰退）

【国家戦略】
１．生産性の高い、活力にあふれた地域経済の効果
２．頑張る地域へのインセンティブ改革
３．民間の創意工夫・国家戦略特区の最大活用

背景 ‒地方創生の必要性 -

国 国の長期ビジョン：2060 年に 1億人程度の人口を確保する長期展望を提示

　　国の総合戦略：2015 ～ 2019 年度（5か年）の政策目標・施策を策定

県

町

  推計人口    縄県の総人口は 2035 年に約 150 万人、2050 年に 160 万人程度

■目指すべき社会
①安心して結婚し出産・子育てができる社会
婚姻率・出生率の向上、子育てセーフティネットの充実、女性の活躍推進、健康長寿沖縄の推進
②世界に開かれた活力ある社会
雇用創出と多様な人材の育成・確保、地域産業の競争力強化、UJI ターンの環境整備、交流人口の拡大、
新しい人の流れを支えるまちづくり
③バランスのとれた持続的な人口増加社会
定住条件の整備、特色を活かした産業振興、Uターン・移住者の増加

■取り組みの方向性
①県民気運の醸成
②社会全体での協力・応援体制の整備
③行政の支援体制整備
④県と市町村との連携及び広域連携の推進

若い年代の定住を図るとともに、高齢者も住み慣れた地域で安心して快適に暮らせる地域づくり
が望まれます。また、中部圏域の市町村とも連携し、「安心な暮らしを守り住みやすい地域づくり」
及び「地域間連携の創出」による基本目標を設定し、住みよい地域づくりの創出を目指します。

子育て支援や医療、福祉などの観点より、子どもから高齢者の誰もが安心して快適に暮らせる環
境が望まれます。そのため、「誰もが安心して過ごせる定住人口の創出」及び「結婚・出産・子育
て環境の創出による若い世代への支援」による基本目標を設定し、誰もが安心して過ごせる環境
づくりをめざします。

安定した雇用や若い世代の流出を抑制するため、「産業の振興による安定した雇用の創出」による
基本目標を設定し、安定した仕事場の創出を目指します。

現状 4つのパターンの
シミュレーション

目標人口
平成 72 年

転入 転出

転出 0人 転入 そのまま推移

出生 死亡

男性 女性

13,827 人

< 転入 転出＞

≒ 出生 死亡＞

①自然増（生存率）に関する対策

②自然増（合計特殊出生率）に関する対策

③社会増（移動率）に関する対策

④上記の対策全て（生存率+合計特殊出生率+移動率）

人口が増加基調にある現段階から、積極的な施策を展開し、地域の活力と成
長力を維持・発展　計画期間を平成 33 年度までとする

計画策定の
意義

【平成 72 年（2060 年）の推計人口：11,686 人】

【平成 72 年（2060 年）の推計人口：13,123 人】

【平成 72 年（2060 年）の推計人口：12,636 人】

【平成 72 年（2060 年）の推計人口：14,256 人】
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